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 論文内容要旨.
 著者は東北大学整形外科教室に茄いて昭和27～56年の10年間に先天股脱詞曲整復術を
 受けた症例のなかから大腿骨骨頭が多贋性に変形していた5e例52関節についての観察,その
 形態と臨床的横態との関連について追求し,かつX線学的並びに病理組織学的勝見から本症の
 発生由因についての考察を待つた。本変形は飯野教授がさきにその特殊の類型的表現からこれ
 を多項変形と称することを提唱し,先天殿脱治療経過巾にみる1種の症撲群とみなしていたも
 ので,著者はこの多贋変形症候群の概念を明確化し,その臨康診断法,ひいては発生予測の可
 能性を判断せんとし,一万頭北大学整形外科教室最近て0年間に霜げる先天股脱非観血的治療
 児り762名葱対象として調査を行い,かくして得られた多項歪形患者199名の検索結果,
 及び前記手術疲例の病理紛織学的勝見を総括考按の結果大要次のごとき結論を得た。
 1)多贋変形骨頭の形態050例52手術関節について観察し,前贋,後項に2分された2
 圓生のものを前後型(1型),灘良,後覆,内虞の3贋性のものを前後内側型(五型),前贋
 後便,外贋の3贋性のものを前後外側型(皿型),前領,後覆,角頂,外贋の4頂性のものを
 前後内外側型(3V.型),非建型なもの・ないしこれらの移行混合せる型を混合型(V型)の
 5つに分類したが,このうち1型がもっとも多数をしめ,20股,五型5股,銀星4股,W
 型2股,V型5股であった。これらを概観すると特に前項の形成が本変形の基本をなしている
 ように思われた。各項間は深浅.不定形の溝状陥凹によつて分けられているが,内・後頭闘の
 ものはし■g.むeresのE痕に一致し,灘・外項間のは脱臼後縁の異常圧迫によワ形成されたと
 見なし得る位置にあった。また前.内項間の陥凹は伸展障害のつよい例に多く,開排固定時に
 Mユiエopsoas腱の圧迫をうける場噺と一致している場合が多かった。外.後腹間の陥凹に
 はそのL培、エユ10fe皿or&1eの一部が索状に緊張ぜる状態のものが見られたが,一様で
 はなかった。これら多預・複雑な形状は骨頭・股自問の非適合状態が異常な生物学的反応を
 発育旺盛期骨頭の生成上に重積した結果であると想像される事実が多かった。すなわち各項の
 表薗は異常圧迫からぼみ出した前・外項が比較的平滑な軟'謝生球面を保つのに反して,内・後
 項はKロorpeleroslOB{表蔚の結合織化等を伴う凹凸不平のものが多く,外力の発育旺盛
 なる組織に及ぼす易毀傷性を如実に物語っていた。変形i骨頭と股臼との間には部分的な適合が
 営まれている反晦,同時に部分的な亜脱臼が成立しておウ,内旋位以外では1・恥型にあって
 は後頂,丑W型にあっては内項が股臼に対して求心位にあるが内旋によつ潮頭のみが適合し
 外項は開排位においてのみ適合するものが多かった0
 2)X線学的所見の特徴。&)単純X線学的所見。先に述べたごとく多頭変形骨頭の最も特
 徴的なものは前項の形成であウ,これは通常,定型的な前後縁では前頂の下縁が大腿骨頸部下
 方な横切る下方凸の濃影像として表われ,L&ue鵠鵡鋭n位では上万凸の異常突出または分
 岐としてみられた。足型的なX線前後像で著者は4つの型,すなわちDogeロh琶t型(1型)
 Ax捷als型(乱塾),Sc麺abel血改ls型(墨型),Herzガ。恥型(1V型)に大
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 別,このうち1型67股,並型51股.獲型9股,W型窪2股であったが,撮影時の肢位によ
 ウ互に幾分の移動が認められた・b)関節造影勝見。関節造影によワ,幼若児の多項変形が骨の
 みならず・骨頭軟骨の被覆面においても上述のごとき多頭性を赤衣とを確認した。G)断層撮影
 斯見6やや年長児の多損変形骨頭に驚いて,前後並びに側方方殉の断腰撮影により,骨頭の多項
 性を更に明瞭に分析し得た。蓋た断履撮影を応署した飯野式前捻角直接測定値は,前潰を真の骨
 頭と見做さない限ウは必ずしも増大してはいなかった。
 3)臨床的観察像。罪観痴的治療をうけて比較的早期に骨頭馨外側かつ前万に触れ・内旋によ
 ワ見かけ上の外側万化の改善されるものが多く,一見単なる前捻角増強と見まちがいやすい。し
 かし屈曲,内旋,開排,僻礎が異常多項部によウ抑制される場合が多く,年長児では疼痛,跛行
 Tre惣dele鍛b資rg氏徴繰陽性のものが多かった。
 4)先天股脱治療と多瞬変形発生との関係。はとんど全症例が他病院での加療を受けてレ、た
 ものが大部分でその詳細を知り得るものは少いが,整復後Lo℃e聰1型肢位の装帯或いはギプ
 スによる肢位固定の後,後療法に入る様式饗とつていたものに本症の多い傾向があワかつ比較的
 高慶の脱臼で開排制限のつよいものに多く発生しているが,整復の約60%は索引後麻酔下に行
 われ.て漏り暴力的整復による損傷が関係したとは想像され難い。整復時年令は60%が生後1カ
 年以後で,正しい求心的整復位保持の園難であった例に多い5固定期間も本症の28%が6ケ月
 以上にηたっておワ,また生後6ケ月以前の早期に整復されている例ではX線上固驚博すでに非
 適合が認めら続例が多く,これらの事実からも固定時の非適合が本変形発生に重要な関連を有す
 るものと思われる0
 5)経時的推移。著者の検討症例はい繁だ経過観察期間の短いものが多く童発育に伴う多項変
 形の一般の推移については確定的な見解は述べ得ないが,これらの最終末像は飯野教授の云う
 上甑!脇Goxael憾α擁。nlsへの移行力泌然と考えられる。
 6)病理組織学的検索。手術によウ得られた14例の骨頭,円轍帯,関節嚢についてヘマトキ
 シリンエオジン染色,メタク群マジー呈色反応(P・H・2.Dトルイジγブルーによる)による
 探索を行ったところ,骨頭軟骨は変形と共に早期から退行変性な示し}一部はFa謂er-K且。-
 rpe1様或いは結合織性瘢痕となワ多く軟骨細胞は粗に配列しその部分けメタクロマジー反応が
 (一)となっていに。骨梁も粗で走行は不均等であウ,きηめて不規則に破壊され線維化骨髄と
 なっているところもある。関節嚢}円轍帯ともに反応性の線維性結合織の増殖が著明で,,肥厚し
 た曲管が多数認められ著明な血行の膿害の存することが明らかであった。
 以上の所見から著者は,これら多項変形が発生的にみて先天股脱の治療経過中,まれには未治
 療時に茄ける種々の要因に基く骨頭・股臼闘の非適合に基ずくUnbala嚢Oedαevelope一
 通e葺㌻aleなergyに起園する骨頭の変形と考えた。本変形の直接原因としては,轄に亜脱臼
 位固定ないし特殊肢位による股臼辺縁の圧迫,円轍帯の過緊張,股:腸筋腱等による骨頭圧挫等が
 考えられ,かっこれらの基底には幼若骨頭の発育期における易毀傷性特に骨端軟骨骨頭発育に及
 ぼす機械的効果の大きさが伏在しているものと思われる。
f
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 審査結果の要旨
 本論交は先天股脱の治療後に意想外に多く見られる大腿骨骨頭の夢現性変形について,最近
 49年間の東北大学整形外科教駿に於けるろ0例32関簾切開並びに骨頭の部分的切除等の行
 われたものの臨賑的,X線学的並びに病理組織学的所見から本症の発生由嗣につ恥て考察した
 ものである。この方面の研究は従巣症i例報告的なものを散見するにすぎず,このように系統的
 に観察,推論を加えた論文は他にない。
 著者は目らの研究駈見から,所謂多項変形症展群の概念を明確化しヂその臨床診断法ひいて
 は発生予測の可能性をも判断せんとしチ非観血的治療児4,762名物に多贋変形と思われるも
 の窪09名を発見,前記手術症鍔の病理組継学的所見と共に総括」考按の結果襲大饗次(わごと.
 き結論を縛たものである0
 1)多項変形骨頭の形態は前項}後項の2頂性のもの(1型)、前頂,後覆,一内原の3環性
 のもの(五型)‡前頂,後項,磐頂の5頂性のもの(置型),前頭,後頂,内項,外頂の4頂
 睦のものでy型),非窺型のもの,または移行型(▽型)の5っに分類㌧このうち工型がもっと
 も多数をしめてhる事実を知った。これらの2コ以上の骨頭頂闘には深浅・不驚形の溝状陥凹
 があり,これらは各凌Lig.もeτes,脱臼後縁の異常E追,腸腰筋鍵及ぴLエ9.i■iQ-
 femora■8恥部が索状に緊張せるものと多く位量的に一致していた。
 ¢群ら多頂・艘雑な骨頭形状は饑餓の雰適合状態が先在し,これが発育旺盛期骨頭の生成に
 重穢した結果であると想像される蘂実の多かったことは,塞変形の蜷生由霞に重要な示唆を与
 えるものである0
 2)X線学的に,足型的な前後橡では蔚頂下縁が下万凸の濃影像として表われることからそ
 の存在が推定されるほか,LaUen舗瞬n位では上万凸の異常突出または分岐としてみられ
 関節造影に駒,幼若児の多頂変形が骨のみならず骨頭軟骨の被覆面に論いても多項性を示す
 ことを確認,更に断層撮影により特に年長児の多頂変形骨頭を明瞭に分析し得たことは有意義
 である0
 5)臨床的観察として,非観蜘的治療をうけて比較的早期に骨頭を外側かつ前万に触れ,内
 旋によ砂見かけ上の形態が改善され,一見単なる前捻角増強と見まちがいやすいことを指摘し
 たことは重要である0
 4)先天農脱治療万式と多頂変形発生との馳係については,暴力的整復による損傷が関係し
 たとは云いきれない結果を得,むしろ正しい求心的整復位保持の困難であった例に多い事案
 を知った。これらの事からも1翼鰹的の非適合が本変形発生に重要1な関連を有するものと推驚され掲
 5)病理紛織単的検索。年徳により得られ如4鑓の骨頭,円轍帯,関節嚢について,普通
 染色のほかメタク鯉ジ魂色反応による糠を行って若干の所見を得ている。
 以上の結果から著者は青これら多頂変形が発生的にみて先天股脱の治療経過中,まれには未
 治療時に誇ける種々の要因に基く骨頭・股臼閥の非適合に基づくUnba㎞eα母eV母op曲瓜aエ
 臼臥鉱gyに起因する骨頭の変形であると結論している。
 よって本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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